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域の日本語

ボランティ

期日本語教

ある程度

本人と普通

を勉強する

取っかか

家でない

 

 

なぜ初期日

多文化共生

で外国人を

要である。

をしっか

をもう一歩

語教育が大

 

 

なぜ初期日

のか 

初期日本語

知識・情報

では限界が

専門家が所

でもある。

せ、認識し

わりが必須

語教室と連携

①

アの日本語
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日本語がで

通に話した

ることがで

りである初
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日本語教育
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日本語教育
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語教室がある
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初期日本語教

 

育に地域で取

つくってい

り受け入れ

めに、地域の

いといけない

うと思った時

る。 

育に専門機関
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おり、育成し

は、日本語教

ためには専

 

・専門機関

る中、なぜ初

あるのか 

になれば、

の中で日本
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教育は専門

取り組むのか

くには、地

る体制が必

の日本語教
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時、初期日

関が関わる
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の日本語教
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教育を理解

専門機関の
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初
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門
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室への
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使う実

地域の

育への

れるレ

けても

うきっ

 

 

 

行政・専

専門機

討、初

専門家

人材育

行政…

係者間

期日本語教育
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日本語教育と

関わるのか

日本語教育か

の期待…初期

国人の受け皿

実践の場と

の日本語教室

の期待…ボ

レベルにまで
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っかけとな

専門機関は

機関…初期
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期日本語教
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日本語教育
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本語教室

の日本語教
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期日本語教

アが教えら
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初期日本語教

本語とはど
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どの程度のも
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教えるのか ど
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るのか 
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